
あなたのお近くにいませんか？あなたのお近くにいませんか？
60歳以上のお友達、お知り合いの方に、
シルバーへの入会のお誘い・お声かけをお願いします！

声かけのポイント
★健康や生きがいづくりに最適
★楽しみながら仕事ができます
★経験や技術が生かせます
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そのあせり　いけるだろうが　事故招く

今号の主な内容
2 新年度に向けて

3 社会奉仕活動の報告

4 令和２年度安全管理委員会の取り組み

5 令和元年度事故対応一覧
6

～

7
こんな仕事をしています

8 書道教室・色えんぴつ教室

9 シルバー人材センター就業体験

10 定時社員総会のお知らせ

入会説明会日程は
６ページにあります
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慣れた道　慣れた仕事に　ひそむ事故お疲れさん　今日も無事故の　ハイタッチ

　
冬
の
寒
さ
を
さ
ほ
ど
感
じ
な
い

ま
ま
４
月
を
迎
え
、
令
和
２
年
度

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
会

員
の
皆
様
に
は
常
に
ご
支
援
・
ご

協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
よ
り
始
動
し
た
第

２
期
中
期
計
画
も
本
年
度
が
最
終

年
と
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、
社
会

情
勢
の
変
化
に
伴
う
事
業
へ
の
影

響
が
生
じ
た
状
況
下
、
契
約
金
額

は
対
前
年
度
比
を
下
ま
わ
る
結
果

と
な
り
、
目
標
値
の
見
直
し
も
や

む
を
得
な
い
年
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
基
盤
を
固
め
直
し
懸
命

な
運
営
の
結
果
、
ま
た
市
の
協
力

も
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
事
業
は
上
向

き
に
な
り
つ
つ
あ
る
状
態
に
こ
ぎ

着
け
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
会
員
数
に
お
い
て
は
、

働
き
方
改
革
な
ど
に
よ
る
労
働
市

場
の
人
手
不
足
に
よ
り
依
然
と
し

て
増
強
の
路
線
に
は
追
い
つ
け
ず
、

全
シ
協
に
よ
る
「
第
２
次
会
員

100
万
人
達
成
計
画
」
へ
の
協
力
は

難
航
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆

様
の
「
ク
チ
コ
ミ
」
に
よ
る
新
規

会
員
獲
得
の
た
め
の
援
助
を
こ
れ

か
ら
も
強
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
一
方
、
平
成
30
年
度
よ
り
始
ま

り
ま
し
た
連
合
本
部
と
の
協
働
に

よ
る
「
就
業
開
拓
推
進
モ
デ
ル
セ

ン
タ
ー
」
事
業
も
本
年
度
で
終
了

と
な
り
ま
す
。
就
業
機
会
創
出
員

を
中
心
と
す
る
就
業
先
の
開
拓
や
、

種
々
の
講
習
会
開
催
が
も
た
ら
す

会
員
増
強
な
ど
に
お
い
て
、
新
た

な
事
業
展
開
が
期
待
さ
れ
る
と
こ

新
年
度
に
向
け
て

会
長
　

会
長
　
河
野

　
昌
子

　

河
野

　
昌
子

　

ろ
で
す
。

　
皆
様
に
は
日
頃
最
優
先
に
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
事
故
「
ゼ
ロ
」。

一
昨
年
、
昨
年
と
事
故
件
数
は
減

少
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
今
年
度

も
そ
の
意
識
を
持
ち
続
け
、
就
業

中
は
勿
論
、
就
業
先
へ
の
行
き
帰

り
な
ど
常
に
安
全
確
保
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

　
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
と
い
う
希
望
の
年
が
、
年
明

け
早
々
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
」
と
い
う
厄
介
な
も
の
に
急
襲

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
と
し

ば
ら
く
の
間
、
自
分
の
た
め
、
家

族
・
仲
間
の
た
め
、
地
域
の
た
め
、

ウ
イ
ル
ス
を
寄
せ
付
け
な
い
手
立

て
を
講
じ
て
踏
ん
張
っ
て
下
さ
い
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
会
報
「
四
季
」
等
で

お
知
ら
せ
す
る
催
し
に
は
可
能
な

限
り
参
加
し
、
会
員
同
士
の
つ
な

が
り
を
育
む
こ
と
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
就
業
の
た
め
の

み
で
な
く
、
温
か
い
交
流
の
場
と

し
て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

令
和
元
年
12
月
期（
12
月
20
日
）

報
告
事
項

◦
事
務
局
の
報
告

◦
令
和
元
年
11
月
分
事
業
実
施

状
況
報
告

◦
地
域
班
長
会
議
の
報
告

協
議
事
項

◦�

正
会
員
の
令
和
元
年
12
月
分

入
会
・
令
和
元
年
11
月
分
退

会
の
承
認

◦
財
団
役
員
研
修「
経
営
管
理
」

（
１
／
23
）
の
参
加

◦
地
域
デ
ビ
ュ
ー
・
マ
ッ
チ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
（
３
／
28
）
の

参
加

◦
令
和
２
年
度
予
算
編
成
方
針

（
案
）

令
和
２
年
１
月
期（
１
月
27
日
）

報
告
事
項

◦
事
務
局
の
報
告

◦
令
和
元
年
12
月
分
事
業
実
施

状
況
報
告

◦
社
会
奉
仕
活
動
「
防
犯
灯
見

守
り
隊
」
実
績
報
告

◦
事
業
部
会
の
報
告

◦
安
全
管
理
委
員
会
の
報
告

◦
総
務
部
会
の
報
告

協
議
事
項

◦
正
会
員
の
令
和
２
年
１
月
分

入
会
・
令
和
元
年
12
月
分
退

会
の
承
認

◦「
職
群
班
設
置
規
程
」
及
び

「
職
群
班
活
動
補
助
基
準
」

の
一
部
改
正

◦「
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す

る
基
準
」
の
一
部
改
正

◦
第
５
地
域
Ｓ
Ｃ
役
員
研
修
会

「
総
会
運
営
」（
２
／
27
）
の

参
加

◦
社
会
奉
仕
活
動
「
マ
ラ
ソ
ン

祭
り
２
０
２
０
」（
３
／
１
）

の
参
加

◦
令
和
２
年
度
主
要
事
業
実
施

予
定
表

令
和
２
年
２
月
期（
２
月
25
日
）

報
告
事
項

◦
事
務
局
の
報
告

◦
令
和
２
年
１
月
分
事
業
実
施

状
況
報
告

◦
広
報
部
会
の
報
告

◦
代
表
理
事
・
業
務
執
行
理
事

の
職
務
執
行
状
況
の
報
告

協
議
事
項

◦
正
会
員
の
令
和
２
年
２
月
分

入
会
・
令
和
２
年
１
月
分
退

会
の
承
認

◦
令
和
元
年
度
収
支
補
正
予
算

の
承
認

◦
令
和
２
年
度
事
業
計
画
・
収

支
予
算
・
資
金
調
達
及
び
設

備
投
資
の
見
込
み
の
承
認

◦
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

フ
ェ
ア
（
３
／
８
）
の
実
施

理
事
会
の
動
き
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お疲れさん　今日も無事故の　ハイタッチ

　
い
つ
も
シ
ル
バ
ー
の
社
会
奉
仕
活
動

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
11
月
に
実
施
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
令
和
元
年
度
第
２
回
防

犯
灯
見
守
り
隊
の
報
告
を
致
し
ま
す
。

　
実
施
基
準
日
を
11
月
15
日
に
設
定
し

ま
し
て
、
そ
の
当
日
或
い
は
前
後
で
実

施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
１
３
３
名
と
今
ま
で

よ
り
若
干
少
な
か
っ
た
で
す
が
寒

く
な
っ
て
き
て
い
た
折
、
多
数
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
と
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
報
告
い
た
だ
い
た
球
切
れ
は
42

個
で
第
１
回
目
（
７
月
）
の
61
個

よ
り
少
な
か
っ
た
で
す
が
依
然
と

し
て
そ
れ
な
り
の
数
の
球
切
れ
が

あ
り
ま
し
た
。

　
従
い
ま
し
て
、
防
犯
灯
見
守
り

の
主
目
的
で
あ
る
不
具
合
件
数
の

更
な
る
減
少
化
と
共
に
「
犯
罪
の

無
い
明
る
く
住
み
や
す
い
地
域
づ

く
り
」
を
目
指
し
て
今
後
も
活
動

を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
な
お
、「
そ
の
他
気
づ
い
た
点
」

と
し
て
ご
報
告
い
た
だ
い
た
件
に
つ
き

ま
し
て
は
事
務
局
か
ら
市
役
所
へ
報
告

を
致
し
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
第
１
回
防
犯
灯
見
守

り
は
７
月
15
日
（
水
）
を
基
準
日
に
設

定
し
て
実
施
致
し
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
何

卒
、
見
守
り
活
動
へ
の
参
加
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
事
業
部
会
）

社

会

奉

仕

活

動

の

報

告

社

会

奉

仕

活

動

の

報

告

令和元年度　第２回　防犯灯見守り隊実施報告
地域名 日　付 10月末

会員数
参加
人数 参加率 球切れ等

防犯灯 道路照明 公園照明 計
元　町 11月15日～11月16日 67 13 19% 0 4 0 4
上清戸 11月14日～11月15日 39 10 26% 1 0 0 1
中清戸 11月14日 90 10 11% 0 3 1 4
下清戸 11月13日～11月15日 33 6 18% 1 5 0 6
下　宿 11月15日 50 9 18% 2 0 0 2
旭ヶ丘 11月15日～11月17日 132 24 18% 3 0 0 3
中　里 11月15日 140 12 9% 1 3 0 4
野　塩 11月6日～11月16日 82 11 13% 1 0 0 1
松　山 11月15日 70 13 19% 5 0 1 6
竹　丘 11月14日 133 14 11% 2 9 0 11
梅　園 11月13日 33 11 33% 0 0 0 0
合計 869 133 15% 16 24 2 42

※巡回は全地域、16時30分以降から行ってます

防
犯
灯
見
守
り
隊

　
５
月
31
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
11
時

ま
で
清
瀬
市
主
催
の
市
内
一
斉
清
掃
に
参

加
い
た
し
ま
す
。
多
数
の
方
々
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
当
日
、
参
加
出
来
る
方
は
黄
色
の
ベ
ス

ト
を
着
用
の
う
え
午
前
９
時
に
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
下
さ
い
。
セ
ン

タ
ー
周
辺
地
域
の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
左
記
の
と
お
り
社

会
奉
仕
活
動
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
参
加
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
な
お
、
参
加
い
た
だ
く
際
は
、
セ
ン

タ
ー
指
定
の
ベ
ス
ト
（
黄
色
）
を
着
用

し
て
く
だ
さ
い
。

○
植
木
剪
定�

令
和
２
年
５
月

○
市
内
一
斉
清
掃�

 

令
和
２
年
５
月

○
防
犯
灯
見
守
り
隊�

令
和
２
年
７
月

○
市
内
一
斉
清
掃�

令
和
２
年
11
月

○
防
犯
灯
見
守
り
隊�

令
和
２
年
11
月

○
襖
・
障
子
張
替
え�

令
和
３
年
２
月

○
東
京
マ
ラ
ソ
ン�

令
和
３
年
３
月

○
市
内
総
合
防
災
訓
練�

未
　
定

令
和
２
年
度 

社
会
奉
仕
活
動
計
画

社
会
奉
仕
活
動
に

社
会
奉
仕
活
動
に

ご
協
力
を

ご
協
力
を

　
令
和
元
年
度
の
襖
班
で
の
社
会
奉
仕

活
動
と
し
て
、
１
月
29
日
（
水
）
に
旭

が
丘
老
人
い
こ
い
の
家
と
稲
荷
台
老
人

い
こ
い
の
家
の
襖
と
網
戸
の
張
り
替
え

を
会
員
計
４
名
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

―
襖
張
り
替
え
―
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安全は　ゆずる気持と　思いやりゆずりあい　ゆとりをもって　ペダルこぐ

　
会
員
の
皆
様
に
は
安
全
就
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
素
よ
り
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
は
傷
害
事
故
２
件
（
対
前

年
度
比
１
件
減
少
）、賠
償
事
故
２
件
（
対

前
年
度
比
２
件
減
少
）
で
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
は
傷
害
・
賠
償
事
故
「
ゼ

ロ
」
を
目
標
に
、
安
全
就
業
に
努
め
て
頂

き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

１
、
事
業
の
基
本
方
針

　
会
員
の
安
全
就
業
、
就
業
途
上
の
事
故

防
止
、
健
康
管
理
対
策
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
就
業
中
の
傷
害
・
賠
償
事
故
、
自

転
車
運
転
の
人
身
賠
償
事
故
、
機
械
作
業

に
よ
る
傷
害
・
賠
償
事
故
等
の
防
止
対
策

に
向
け
て
安
全
就
業
推
進
員
と
連
携
し
て

会
員
の
健
康
管
理
の
奨
励
を
図
る
と
と
も

に
、
安
全
対
策
を
検
討
し
、
安
全
就
業
の

向
上
を
目
指
す
。

２
、
事
業
の
実
施
計
画

　
毎
年
実
施
し
て
い
る
事
業
を
継
続
的
に

実
施
す
る
こ
と
で
、
そ
の
都
度
問
題
点
を

追
求
し
な
が
ら
内
容
の
充
実
を
図
る
。

（
１
）�

安
全
管
理
委
員
会
と
安
全
就
業
推

進
員
と
の
連
携
を
密
に
し
、
安
全

対
策
の
充
実
を
図
る
。

（
２
）�「
安
全
就
業
強
化
月
間
」（
７
／
１

～
７
／
31
の
１
ヶ
月
）
を
設
定
し
、

「
強
化
月
間
懸
垂
幕
」・「
安
全
の
ぼ

り
旗
」
を
掲
揚
し
て
、
会
員
へ
の

啓
発
普
及
活
動
に
努
め
る
。

（
３
）�

就
業
現
場
へ
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を

毎
月
（「
安
全
就
業
強
化
月
間
」
は

月
２
回
）
実
施
し
、
就
業
環
境
や

安
全
具
の
着
用
の
ほ
か
、
安
全
対

策
の
点
検
・
指
導
に
努
め
る
。

（
４
）�

会
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
安
全

ニ
ュ
ー
ス
」
で
会
員
の
安
全
就
業
、

未
然
事
故
防
止
対
策
を
掲
載
し
て

安
全
意
識
の
高
揚
に
努
め
る
。

（
５
）�「
自
転
車
運
転
講
習
会
」・「
運
転
適

性
診
断
講
習
会
」
な
ど
の
開
催
に

努
め
る
。

（
６
）�

安
全
標
語
の
募
集
に
努
め
る
。（
東

京
し
ご
と
財
団
に
応
募
）

（
７
）�

傷
害
・
賠
償
事
故
者
と
の
面
談
を

実
施
し
、今
後
の
対
策
を
検
討
す
る
。

（
８
）�

財
団
「
安
全
就
業
推
進
大
会
」・
第

５
地
域
「
安
全
就
業
推
進
の
つ
ど

い
」
な
ど
に
参
加
し
、
安
全
知
識

の
共
有
に
努
め
る
。

（
９
）�

市
主
催
の
市
民
健
康
診
断
な
ど
を

積
極
的
に
受
診
す
る
よ
う
に
奨
励

し
、
独
自
に
作
成
し
た
健
康
状
態

チ
ェ
ッ
ク
表
の
活
用
を
推
進
す
る
。

（
10
）�

作
業
別
基
準（
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
）

を
作
成
し
て
、点
検
・
指
導
に
努
め
る
。

（
11
）�

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
活
動
と
し
て
情
報

収
集
し
分
析
に
努
め
る
。

（
12
）�

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
導
入
。（
危

険
の
芽
「
リ
ス
ク
」
を
見
つ
け
出

し
対
策
を
講
じ
る
。）

（
13
）�

安
全
就
業
基
準
、
作
業
別
安
全
就

業
基
準
の
遵
守
徹
底
の
推
進
、
定

着
に
努
め
る
。

（
14
）�

入
会
希
望
者
・
既
存
会
員
を
対
象
に

安
全
に
関
す
る
研
修
を
実
施
す
る
。

令
和
２
年
度 

安
全
管
理
委
員
会
の
取
り
組
み

　
安
全
管
理
委
員
会
で
選
考
の
結
果
、

合
計
１
０
２
作
品
の
中
か
ら
次
の
標
語

が
選
ば
れ
、
東
京
し
ご
と
財
団
へ
推
薦

い
た
し
ま
し
た
。

　
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
財
団
テ
ー
マ

「
就
業
中
及
び
経
路
途
上
の
交
通
事

故
防
止
」

最
優
秀
賞

そ
の
あ
せ
り
　い
け
る
だ
ろ
う
が

事
故
招
く

�

上
松
千
惠
子

優
秀
賞

慣
れ
た
道
　慣
れ
た
仕
事
に

�

ひ
そ
む
事
故

�

上
松
千
惠
子

佳
作
賞

お
疲
れ
さ
ん
　今
日
も
無
事
故
の

�

ハ
イ
タ
ッ
チ

�

桝
井
ミ
ツ
ヱ

◎
清
瀬
市
テ
ー
マ

　「
自
転
車
の
事
故
防
止
」

最
優
秀
賞

安
全
は
　ゆ
ず
る
気
持
と
　思
い
や
り

�

上
松
千
惠
子

優
秀
賞

ゆ
ず
り
あ
い
　ゆ
と
り
を
も
っ
て

�

ペ
ダ
ル
こ
ぐ

�

桝
井
ミ
ツ
ヱ

佳
作
賞

自
転
車
の
　定
期
点
検
　事
故
防
止

�

山
下
　
芳
嗣

安
全
標
語
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

「
健
康
診
査
」の
お
知
ら
せ

　
清
瀬
市
で
は
、
年
齢
に
応
じ
た
健
康
診
査

を
無
料
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
き
ま
し
て
も
、
日
頃
の

健
康
管
理
と
安
全
就
業
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
必
ず
受
診
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
健
康
推
進
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
清
瀬
市
役
所
　
☎
４
９
２
―
５
１
１
１
㈹



「
自
転
車
運
転

　
　交
通
安
全
教
室
」

　
　
　
　を
終
え
て
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ゆずりあい　ゆとりをもって　ペダルこぐ

事故事例を皆様にお知らせします。事故防止のための参考にしてください。

★傷害事故
月 事　故　内　容 考えられる主な原因 安全管理委員会の対応策指導

10
月

車道を走っていた自転車を避けようと
してハンドルをきったところ、道路真
ん中にあった畑からの土砂（前日の台
風19号の影響で固まっていた）に乗
り上げ、バイクのハンドルを取られ
ガードレールに接触し転倒した。

道路に固まっていた土砂を確認出来
ず直進してしまったため。

①車道には障害物があることを予想
して運転すること。
②作業別安全基準・安全10ヶ条の
遵守。

★賠償事故
月 事　故　内　容 考えられる主な原因 安全管理委員会の対応策指導

３
月

一輪車にゴミを乗せて運び出しをして
いた時に、前日の雨で足元が滑り転倒
した。転倒の際、手から離れた一輪車
が、そのまま坂道を下り、開けっ放し
にしてあった管理棟のドアに激突し、
衝撃で硝子を破損した。

足元の確認が不十分だった。ドアを
開けっ放しにしてあった。

①一輪車を押す時は足元が見えずら
いため、十分気をつけること。
②雨天時等は滑りやすいため足元に
気をつけること。

安全心得10ヶ条の遵守を!!令和元年度

事故対応一覧

　
２
月
17
日
（
月
）
午
後
２
時
か
ら
に
松
山
公
園
に
お
い
て
、

急
増
し
て
い
る
自
転
車
事
故
防
止
の
た
め
、
東
村
山
警
察
署
の

ご
指
導
の
も
と
実
施
し
、
就
業
時
に
自
転
車
で
移
動
す
る
こ
と

の
多
い
会
員
24
名
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
松
山
公
園
に
ラ
イ
ン
引
き
を
用
い
て
、
車
道
や
歩
道
、
信
号

機
、
障
害
物
等
を
描
き
、
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
や
正
し
い

ル
ー
ル
、マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、普
段
使
用
し
て
い
る
自
転
車
を
実

際
に
運
転
す
る
こ
と
で
、
改
め
て
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
教
室
で
の
正
し
い
知
識
と
経
験
を
も
っ
て
、
自
転

車
を
安
全
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
自
転
車
の
無
料
点
検
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
自

転
車
リ
サ
イ
ク
ル
班
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☆
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
、
東
京
都
内
で
は
、
条
例
に

よ
り
自
転
車
保
険
へ
の
加
入
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
遭
わ
な
い
こ
と
が
大
事
で
す
が
、

事
故
の
際
に
自
分
や
相
手
を
守
る
た
め
に
も
、
忘
れ
ず

に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。



シ
ル
バ
ー
会
員

募
集

大
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自転車の　定期点検　事故防止そのあせり　いけるだろうが　事故招く

清
瀬
市
立
公
園
・
児
童
遊
園
及
び

遊
び
場
等
清
掃
等
業
務

　
清
瀬
市
内
１
３
１
公
園
の
草
取
り
や
落

ち
葉
掃
き
な
ど
の
清
掃
作
業
で
、
シ
ル

バ
ー
会
員
が
大
活
躍
し
て
い
ま
す
。

【
金
山
班
】

須
藤
　
敏
丈

　
皆
が
快
適
に
使
え
る
よ
う
に
、
日
々
一

生
懸
命
お
掃
除
し
て
い
ま
す
。

酒
井

　
　
島

　
今
で
は
仕
事
が
生
活
の
一
部
。「
綺
麗

に
な
っ
た
ね
！
」
の
言
葉
が
嬉
し
い
で
す
。

ト
イ
レ
に
ゴ
ミ
が
放
置
さ
れ
困
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

木
村

　
真
治

　
公
園
が
綺
麗
に
な
る
と
気
持
ち
が
よ
く
、

身
体
を
動
か
す
の
で
健
康
の
た
め
に
な
っ

て
い
ま
す
。

伊
藤
　
　
章

　
寒
さ
に
弱
い
た
め
、
こ
の
冬
の
外
仕
事

は
大
変
で
し
た
。

廣
瀬
　
勝
也

　
行
き
帰
り
や
移
動
中
、
自
転
車
の
運
転

に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
仕
事
を

し
て
い
ま
す

荻
野
　
次
郎

　
真
夏
は
熱
中
症
予
防
の
た
め
、
な
る
べ

く
直
射
日
光
を
避
け
な
が
ら
作
業
し
て
い

ま
す
。

森
田
　
節
雄

　
身
体
を
動
か
し
、
日
光
浴
も
で
き
て
、

健
康
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

遠
藤
　
良
幸

　
仕
事
に
も
慣
れ
、
健
康
維
持
の
た
め
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

【
中
央
班
】

德
善
三
千
男

　
先
輩
方
の
作
業
が
丁
寧
で
、
仕
上
が
り

が
綺
麗
。
感
心
し
な
が
ら
、
教
わ
っ
て
い

ま
す
。

須
永
　
重
信

　
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
は
定
年
が
な
い
の
で
、

金山班（木村、酒井、須藤）

金山班（遠藤、森田、荻野、廣瀬、伊藤）

中央班（西田、兼子、清水
　　　　 柳田、須永、德善）

★
市
内
在
住

★
原
則
60
歳
以
上

★
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

入
会
説
明
会
日
程

＊
毎
月
原
則
第
１
月
曜
日
、
13
時

30
分
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
２
階
会

議
室
に
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
５
月
７
日
（
木
）

令
和
２
年
６
月
１
日
（
月
）

令
和
２
年
７
月
６
日
（
月
）

令
和
２
年
８
月
３
日
（
月
）

令
和
２
年
９
月
７
日
（
月
）

持
ち
物

①
年
度
会
費　

２
０
０
０
円

②
身
分
証
明
書

③
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
貯
金
通
帳

④
印
鑑

⑤
緊
急
連
絡
先
、
免
許
・
資
格
取

得
年
月
日
、
主
な
職
歴
を
記
入

し
た
メ
モ

＊
詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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元
気
な
う
ち
は
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

柳
田
　
清
美

　
健
康
に
気
を
つ
け
て
、
で
き
る
だ
け
長

く
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

清
水
　
政
明

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
暑
く
な
る
の
で
、

お
互
い
に
健
康
面
で
声
掛
け
合
っ
て
、
健

康
第
一
で
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
。

兼
子
　
一
典

　
健
康
管
理
第
一
。
朝
起
き
て
自
分
の
身

体
の
調
子
を
確
認
し
て
仕
事
に
行
っ
て
い

ま
す
。

西
田
　
三
男

　
自
転
車
で
の
移
動
中
は
、
一
番
後
方
で

落
と
し
物
を
し
な
い
か
確
認
し
、
車
が
来

た
時
に
は
声
掛
け
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

【
竹
丘
班
】

目
黒

　
輝
八

　
自
分
の
年
齢
で
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
こ

と
は
有
難
い
。
市
民
の
方
か
ら
感
謝
の
声

を
掛
け
ら
れ
励
み
に
な
り
ま
す
。

目
黒

　
京
子

　
土
が
固
く
草
の
取
り
に
く
い
と
こ
ろ
や
、

ペ
ッ
ト
の
散
歩
マ
ナ
ー
が
悪
く
困
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、「
あ
り
が
と
う
」
と
の

言
葉
が
嬉
し
い
で
す
。

江
口
　
昌
喜

　
公
園
で
作
業
し
て
み
て
、
思
っ
た
以
上

に
ゴ
ミ
が
多
い
と
感
じ
ま
し
た
。

荒
井
一
太
郎

　
仕
事
の
連
絡
が
く
る
と
嬉
し
く
な
り
、

楽
し
く
作
業
し
て
い
ま
す
。

桜
井
　
国
義

　
休
み
が
続
く
と
身
体
が
な
ま
っ
て
し
ま

う
の
で
、
適
度
な
仕
事
が
健
康
に
い
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

市
川

　
孝
彦

　
機
械
使
用
は
騒
音
を
考
慮
し
、
暑
い
時

期
で
も
早
朝
に
で
き
な
い
の
が
大
変
で
す

が
、
子
ど
も
達
や
近
所
の
方
か
ら
喜
ば
れ

嬉
し
い
で
す
。

大
神
　
武
七

　
市
民
の
方
か
ら
の
「
ご
苦
労
様
」
の
一

言
が
嬉
し
い
で
す
。

【
発
生
材
回
収
班
】

公
園
清
掃
で
発
生
し
た
草
や
落
葉
を
回
収

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
へ
運
搬
す
る
仕
事

を
担
当

木
谷
　
洋
生

　「
お
疲
れ
様
」
の
声
掛
け
が
、
や
る
気

に
つ
な
が
っ
て
ま
す
。

池
永
　
靖
夫

　
公
園
が
多
く
回
収
場
所
を
地
図
で
探
す

の
が
大
変
。
特
に
雨
の
日
は
草
が
重
く
な

り
力
が
必
要
で
す
。
袋
に
プ
ラ
ゴ
ミ
な
ど

草
以
外
の
も
の
が
混
じ
っ
て
い
て
困
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
体
調
管
理
に
留
意
し
、

仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

竹丘班（目黒、目黒）竹丘班（大神、市川、桜井、荒井、江口）

発生材回収班（池永、木谷）

12月から２月の入会者です。よろしくお願いします。

上
清
戸

　
安
間
　
謙
吉

中
清
戸

　
西
塚
　
和
子

　
渡
辺
　
孝
二

　
佐
野
　
　
昇

　
西
巻
　
芳
子

　
佐
藤
喜
久
雄

下
清
戸

　
糸
井
　
信
雄

旭
が
丘

　
坂
爪
　
義
一

　
大
西
　
由
之

　
中
川
　
正
行

　
根
井
路
好
春

中
里

　
鈴
木
　
暁
子

　
本
間
　
公
三

　
伊
藤
と
も
子

　
石
川
　
朗
子

　
北
澤
　
末
吉

　
日
笠
玲
治
郎

　
山
下
　
道
憲

　
金
子
　
敏
男

野
塩

　
水
越
　
正
昭

　
鬼
形
　
義
隆

　
沖
山
　
晴
美

松
山

　
本
橋
　
利
夫

　
金
澤
　
ト
シ

　
立
花
　
利
恵

竹
丘

　
多
田
　
敏
子

　
蛯
原
　
惠
美

　
飯
澤
　
　
明

　
田
口
　
明
子

新
し
い
仲
間
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慣れた道　慣れた仕事に　ひそむ事故お疲れさん　今日も無事故の　ハイタッチ

令和元年度事業実績等
（令和２年２月）

■会員数	 895人
　（目標値	 955人）
　達成率	 93.7％
■契約金額	302,868千円
　（目標値	 326,760千円）
　達成率	 92.7％
■就業率	 82.9％
　（目標値	 85.0％）
　達成率	 97.5％

就
業
情
報

○�

屋
内
外
清
掃
作
業
　

○�

違
法
駐
輪
防
止
指
導
業
務

○
リ
サ
イ
ク
ル
家
具
の
修
理
・
運

搬
等

○
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

○�

食
器
洗
浄
・
野
菜
加
工
等
業
務

○
病
院
内
環
境
維
持
・
清
掃
業
務

○
除
草
作
業
　
○
品
出
し
作
業

○�

市
報
配
布
　
○
ウ
エ
ス
加
工

○
農
作
業

（
４
月
８
日
現
在
）

＊�

最
新
の
就
業
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
就
業
情
報
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
及
び
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
等
掲

示
板
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

（
原
則
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
更
新
）

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

https://w
ebc.sjc.ne.jp/kiyose

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　

０
８
０
０
︱

８
０
０
︱

１
１
１
３

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
情
報

提
供
サ
ー
ビ
ス「Sm

ile to Sm
ile

（
ス

マ
イ
ル 

ト
ゥ 

ス
マ
イ
ル
）
サ
ー
ビ
ス
」

を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
多
く
の
会
員

の
方
に
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
い
た

だ
く
こ
と
で
、
セ
ン
タ
ー
と
会
員
と
の

連
携
が
強
化
さ
れ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
も
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
情
報
を
素
早
く
受
け
と
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
ご
希
望
の
方
は
、
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Sm
ile to Sm

ile

（
ス
マ
イ
ル 

ト
ゥ 

ス
マ
イ
ル
）

サ
ー
ビ
ス
開
始
の
お
知
ら
せ

各種教室のご案内

書
道
教
室

内
容
：
か
な
、漢
字
等
、希
望
に
応
じ
て
指
導
し
ま
す
。

対
象
：
20
歳
以
上
の
方

日
時
：
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
：
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

月
謝
：
２
千
円

色
え
ん
ぴ
つ
教
室

内
容
：
色
え
ん
ぴ
つ
の
扱
い
方
、
色
彩
・
バ
ラ
ン
ス
・
遠
近
法
等
を
中
心
に

指
導
し
ま
す
。

対
象
：
小
学
４
年
生
か
ら
大
人
ま
で

日
時
：
毎
月
第
２
・
４
日
曜
日
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
：
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

月
謝
：
２
千
円

＊
詳
細
の
確
認
や
お
申
し
込
み
は
事
務
局
ま
で
。

経
験
豊
か
な
シ
ル
バ
ー
会
員
が
親
切
・
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

ラ
イ
オ
ン

ペ
ッ
ト
と
散
歩

さ
く
ら
ん
ぼ
と
卵
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左
記
の
通
り
地
域
班
で
、
安

全
就
業
等
の
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

○
松
山
地
域�

１
月
10
日
（
金
）

　
松
山
集
会
所�

15
名
参
加

❖■
地
域
班
活
動
状
況
❖■

野
塩
　
副
班
長

吉
成
　
芳
郎

　

前
副
班
長
の
退
任
に
伴
い
、

２
月
25
日
付
け
で
就
任
さ
れ

ま
し
た
。 地

域
班
活
動

に
ご
協
力
を

お疲れさん　今日も無事故の　ハイタッチ

会
員
証
の
再
発
行
及
び

連
絡
先
等
の
変
更
に
つ
い
て

　

会
員
証
を
見
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
に

変
更
し
、
平
成
26
年
４
月
１
日
以
前

に
入
会
さ
れ
た
方
を
対
象
に
再
発
行

を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
再
発
行
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
事
務
局
で
お
手
続
き
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
入
会
時
に
お
届
け
い
た
だ

い
た
住
所
等
に
変
更
が
あ
っ
た
際

は
、
速
や
か
に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
特
に
、緊
急
連
絡
先
は
、

緊
急
時
の
対
応
に
、
非
常
に
重
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
の

程
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
会
員
証
と
一
緒
に
携
帯
を

お
願
い
し
て
い
る「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
」

に
つ
い
て
、
紛
失
な
ど
で
お
手
元
に

な
い
方
は
、
改
め
て
お
渡
し
い
た
し

ま
す
の
で
、
事

務
局
ま
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

襖
・
障
子
の
張
替
え

　
１
月
29
日
（
水
）
当
セ
ン

タ
ー
に
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
就
業
体
験
「
襖
・
障

子
の
張
替
え
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
男

性
８
名
、
女

性
２
名
の
計

10
名
の
市
民

の
方
が
参
加

さ
れ
、
襖
班

の
指
導
の
下
、

襖
・
障
子
・

網
戸
３
種
類

の
張
替
え
作

業
を
体
験
さ

れ
ま
し
た
。

植
木
の
剪
定

　
１
月
27
日
（
月
）
け
や
き

ホ
ー
ル
に
て
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
就
業
体
験
「
植
木

の
剪
定
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
男
性
８
名
、
女
性
１
名

の
計
９
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、

植
木
剪
定
班
の
指
導
の
下
、

け
や
き
ホ
ー
ル
敷
地
内
の
植

木
の
剪
定
を
体
験
さ
れ
ま
し

た
。

原
稿
募
集

　
親
し
み
や
す
い
会
報
に
し
た

い
た
め
、
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら

の
原
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　
俳
句
や
短
歌
、
詩
、
旅
行

記
や
身
近
な
話
題
、
又
写
真
や

絵
な
ど
、
な
ん
で
も
結
構
で
す
。

原
稿
は
５
０
０
字
以
内
で
ご
自

由
に
ご
投
稿
下
さ
い
。

　
ま
た
、
メ
ー
ル
で
も
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。
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新
年
度
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
変

化
に
如
何
に
対
応
さ
れ
て
お
り
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

　
温
暖
化
に
よ
る
気
象
の
変
化
並
び

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
よ
る
対
応
等
、『
危
機
管
理

意
識
』
の
重
要
性
を
再
認
識
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
憶
測
に
振
り
回
さ
れ
る
事
な
く
、

現
実
を
見
つ
め
適
切
な
る
判
断
を

個
々
が
下
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

又
、
対
処
法
の
全
体
を
見
つ
め
て
迅

速
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
者
世
代
は
幾
つ
も
の
試
練
を

乗
り
越
え
て
き
て
お
り
ま
す
。
お
互

い
お
ご
る
事
な
く
、
落
胆
す
る
こ
と

な
く
、
常
に
沈
着
、
冷
静
に
着
実
な

歩
み
を
心
が
け
た
い
で
す
ね
。

　
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に
よ

る
高
齢
者
の
働
き
方
が
、
今
後
ま
す

ま
す
多
様
化
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
会
員
増
強
へ
の
取
り
組
み
は

困
難
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地

域
に
根
ざ
し
た
事
業
展
開
を
継
続
的

に
で
き
る
よ
う
皆
様
の
『
入
会
の
お

誘
い
、
お
声
掛
け
』
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　「
健
康
寿
命
」
を
延
ば
す
べ
く
、

各
々
の
立
場
で
協
力
し
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。�

（
広
報
部
会
）

編 

集�

後 

記

安全は　ゆずる気持と　思いやり

　
セ
ン
タ
ー
事
業
に
お
け
る
会
員
皆
様
か
ら
の
ご
提
案
や

ご
意
見
等
を
い
た
だ
く
た
め
の
提
案
箱
を
事
務
所
出
入
口

の
脇
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　
提
案
用
紙
の
様
式
や
記
名
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

「
提
案
箱
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

定
時
社
員
総
会
の
お
知
ら
せ

　
第
10
回
定
時
社
員
総
会
に
つ
い
て
、
６

月
24
日
（
水
）
午
後
２
時
よ
り
、
清
瀬
市

こ
ろ
ぽ
っ
く
る
セ
ン
タ
ー
（
中
清
戸
３
丁

目
、
児
童
セ
ン
タ
ー
内
）
に
て
、
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
改
め
て
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
が
、
万

障
お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
出
席
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
総
会
が
成
立
す
る
に
は
、
会
員

の
過
半
数
の
出
席
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

議
案
の
決
議
に
は
出
席
し
た
過
半
数
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
欠
席
の
場
合
で
も
、
委
任
状
も
し
く
は

議
決
権
行
使
書
に
記
名
し
、
議
決
権
を
行

使
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
詳
細
は

下
記
の
と
お
り
で
す
。

会
費
納
入
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
の
年
会
費
２
千
円
は
、
会

費
規
程
に
よ
り
５
月
末
日
ま
で
に
お
支
払

い
い
た
だ
く
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
　

　
４
月
に
就
業
さ
れ
て
い
る
方
は
、
５
月

に
支
払
わ
れ
る
配
分
金
か
ら
控
除
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
未
就
業
の
方
は
大
変

恐
縮
で
す
が
事
務
局
ま
で
直
接
納
入
、
ま

た
は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
て
お
振
込
み
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
お
振
込
の
場
合
は
、
金
融
機
関
の
お

振
込
み
明
細
を
も
っ
て
、
領
収
証
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
会
費
の
使
途
は
シ
ル
バ
ー
保
険

料
等
の
一
部
に
充
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

▼
口
座
番
号

�

０
０
１
８
０
―
０
―
１
７
１
８
８
６

▼
口
座
名
義

　
公
益
社
団
法
人

�

清
瀬
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
各
会
員
の
方
は
、
各
議
案
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
一
つ
の
議
決
を
行
使
す
る
権
利
を
有

し
て
い
ま
す
が
、
総
会
に
出
席
で
き
な
い
場

合
の
議
決
権
行
使
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
つ

の
選
択
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
は
、
議
決
権
を
代
理
人
に
よ
っ
て
行

使
す
る
方
法
で
す
。
い
わ
ゆ
る
委
任
状
に
よ

り
議
案
全
て
に
つ
い
て
一
括
し
て
付
託
で
き

ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
書
面
に
よ
る
議
決
権
行
使
の

方
法
で
す
。
す
な
わ
ち
、
各
議
案
ご
と
の
賛

否
を
ご
自
分
で
意
思
表
示
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
総
会
に
出
席
で
き
な
い
方
は
、
委
任
状

ま
た
は
議
決
権
行
使
書
の
ど
ち
ら
か
を
選

ん
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

　
委
任
状
に
よ
り
代
理
人
が
す
べ
て
に
責
任

を
も
ち
、
ま
た
議
決
権
行
使
書
の
賛
否
は
そ

の
通
り
行
使
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
ち
ら
で

も
総
会
に
出
席
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
票

数
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

委
任
状
を
記
入
し
た
会
員
は
、
議
決
権
行

使
書
は
記
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。


